








下， 簡易法と呼称 ）であり， 最近でも用いられることが




である。 また， 信頼性指標が分かれば， 破壊確率も式(3)
で求めることができる。 ただし， 正規分布で近似させる
ところが概算であるゆえんであり， 厳密解を得る必要が
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に述べる。
2. 計算例




は砂質土層で， 平均 N値は15である。 杭先端の極限支持
力度を3;000kN/m2, 極限周面摩擦力度を N値から推定
(S N) するとすれば， この杭の極限押込み支持力は， 式
(4)から4, 710kNと推定される。

































































簡易法による信頼性は， 性能関数を式(5)として式(6), (7) 
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信頼性指標 (/3) : 3. 14 
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先端支持力のモデル誤差 0.8 0. 25 正規分布
N値のばらつき 1.0 0.15 正規分布
N値から周面摩擦力度への変換誤差 1.2 0.3 正規分布
周面摩擦力のモデル誤差 0.9 0. 3 正規分布
MCS (106回）の結果によると， 信頼性の結果は以下
のとおりである。
信頼性指標 (/3) : 2. 57 
破 壊 確 率(P1) : 0. 51 % 
この結果から， 抵抗強度(R) の平均値(4, 427kN) 






















n.MCS <- 1000000 
QD <- 3000 
帆可『" 1,1u� 繊，り1,111 ,. 北場
DMT <- morm (n.MCS,0.8,0.25) 
A <-0.785 
U <- 3. 14 
L <- 10 
F <- 75 
DN <- morm (n. MCS, 1. 0, 0. 15) 
DF <- morm (n. MCS, 1. 2, 0. 3) 
DMF < -morm (n. MCS, 0. 9, 0. 3) 
V <-1500 






Count <- length (which (RU-VV <=O)) 
#*PfとBの計算
Pf < -Count/n. MCS 





























度に設定 する。 具体的には， こ こで の 計 算 で は1 0-4




# 1 : MCSの計算回数（ここでは百万回）
#2 : 杭先端の極限支持力度
# 3: 杭先端支持力のモデル誤差について， 平均値
0. 8, 標準偏差0.25の標準正規分布に対応した，
MCSの計算回数分の値
#4 ~#7: 杭先端の断面積， 杭の周長， 周面摩擦を
考慮する中間層の厚さ， 杭の極限周面摩擦力度
# 8 ~#10: N値のばらつき， N値から周面摩擦力度へ
の変換誤差， 周面摩擦力のモデル誤差の各確率
変数に対応した， MCSの計算回数分の値
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